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いつも京都⽂学レジデンシーを応援くださりありがとうございます。 
第２回レジデンシーのご報告をお届けします。 
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Maud Joiret 
モード・ジョワレ 

            

강방화 
カン・バンファ 

 
            

佐藤⽂⾹ 
さとう あやか 

 
 

Josephine Rowe 
ジョセフィン・ロウ 

            

Luz Vítolo 
ルス・ヴィトロ 

            

 

©Hiroki Tsuboi ©Jolyne Vanquaethoven ©Catalina Bartolomé ©Dom Krapski ©野村佐紀⼦ 

レジデンシー滞在の最後を締め
くくるイベントである朗読会は、北
大路にある能楽堂、真謡会館の能舞
台にて行なわれた。2018 年にリニ
ューアルされた真謡会館には伝統
文化の発信を担う神聖さが備わり、
と同時に、多言語でのパフォーマン
スを見守る包容力も感じられた。舞
台に上がる者は一様に、白の足袋を
着用する必要がある。レジデンシー
参加者たちとその邦訳を朗読する
人々が揃いで履く純白ソックスは、
正装のムードを醸し出す。 
 

 

モード・ジョワレさんが演出を統
括した入念なリハーサルを経て、夕
刻、会はスタートした。40 名ほど
の観客がライトに照らされた能舞
台を見つめる 
トップバッターはカン・バンファ
さん。日韓の翻訳者である彼女は、
母語の異なる祖母と絵本について
の思い出を日本語でエッセイにし、
それを朗読する。学生スタッフの山
田絵梨奈さんが英訳を、さらにカン
さん自身による韓国語朗読が続い
た。３か国語での反復が、複雑な歴
史をたどった日韓関係を彷彿させ
る。 
２番目には、ジョセフィン・ロウ
さんがパンデミック下の家族をめ
ぐる幻想的な短編を落ち着いたト
ーンで披露。その日本語訳を杉本は
ななさんが読み上げる。続いて、佐
藤文香さんが能舞台の右奥の扉か
ら姿を現わした。俳人である彼女は
京都での滞在中に執筆した散文詩
と俳句をまずは日本語で、さらに英
語で朗々と披露した。「深草を里と
おぼえて秋の蝶」。俳句の韓国語訳
をカンさんが読み上げ、プロジェク
ターで壁面に３か国語が投影され
るという演出もなされた。 

ルス・ヴィトロさんは、スペイン
語の短篇を身振りゆたかにパフォ
ーマンスした。暑い日差しの下、ス
カートの裾を翻して自転車で疾走
する少女を、二人称で描き出したロ
マンティックな作品で、邦訳を成田
さんが担当。日本語朗読は吉田恭子
さんが担った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラストはジョワレさん。「牝牛の
いる風景」と題されたフランス語の
散文詩は、コンポストという言葉の
多義性から始まり、音律の面白さが
際立った。小柏裕俊さんの手による
邦訳は文字で壁面に投影された。 
全体的に趣向が凝らされ、静から
動へと変化したパフォーマンスの
終わりには、一同が能楽堂の中央に
集い、観客に挨拶した。いずれの顔
にも充足の表情が浮かぶ。盛大な拍
手とともに会は終了した。 

（江南） 
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朗読会 @真謡会館 

  今年度の参加作家メンバーa 
 

▶▶作家の詳しい紹介は 
note @kyoto_wr でどうぞ!! 
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屋さんとのつながりが多かった第２回京都文学レジデンシー。 
丸善京都本店さんでは期間中、選書フェア「ここからはじめる世界文学」が

開催されていました。今年度からの新しい試みということで、今年は実行委員 
による書籍＆選書をメインとし、第一回の参加メンバーにも選書をおねがい。 
SNSを片手に立ち寄ってくださった人や、用意したPOPにじっと目を 
向ける人の姿が見られ、新たな読者とのつながりも多く生まれたレジデンシー
となりました。開催期間のおよそ１ヶ月半で売れた書籍はなんと100冊以上。 
多くの方に関心を寄せていただきましたこと、大変嬉しく思います。 
ありがとうございました。今後もどうか、より多くの読者を引き込み続ける
ことができますように。                       （杉本） 

 

カン・バンファ×菅原百合絵トークイベント 
「ふたつの⾔葉と⽂学」 

（聞き⼿：藤枝⼤ 書肆侃侃房） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
京都の出町座で、レジデンシー参加者であ
る翻訳家カン・バンファさんとフランス⽂
学研究者であり歌⼈の菅原百合絵さんの
トークイベントが開催されました。司会を
務めてくださったのは、書肆侃侃房の藤枝
⼤さんです。藤枝さんからの「京都での滞
在はいかかですか？」という質問から始ま
り、カンさんと菅原さんは、⽂学作品の創
作や翻訳、また韓国やフランスの⽂化と⾔
葉ついてユーモアを交えて語りあいまし
た。カンさんはとても楽しそうに翻訳の苦
労と⾯⽩さについて話してくれます。ひと
つの表現について 3 ⽇間悩んだ過去をあ
げ、資料をたくさん調べたり、同時代の作
品を読み漁った、というエピソードを伝え
てくれました。そして菅原さんは笑顔を浮
かべながら、フランス作家ルソーとの出会
いと短歌に⽬覚めたきっかけについて語
ってくれました。さらにお⼆⼈がフランス
と韓国のみならず、共通の故郷である⽇本
を語りあったことで、会場の出町座にはあ
らゆる価値観が共存する空間が⽣まれま
した。            （⽯⽥） 
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恵文社一条寺店にて、レジデンシー参加者

の俳人・佐藤文香さんが所属する「のんべ

え大学詩歌学部」の選書フェアが開催され

ました。出入り口の傍にある机には、佐藤

さんとご友人の選書を中心に、お酒を連想

させる歌集の名が書かれた特製ののぼり

や、各々のユーモアにあふれる手書きのポ

ップが取り付けられており、居酒屋を思わ

せる飾りが施されていました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

そして 10 月 15 日には「のんべえ大

学、秋の遠足」が催され、佐藤さんと友人

５名が恵文社一条寺店に集い、その場で短

冊を書きおろしました。書籍が置かれてい

ない机や窓辺に短冊を置き、15 分ほどで

句を詠ってくれました。お店の前で店員さ

んに集合写真を撮ってもらった後、叡山電

鉄で今出川へと移動し、出町柳商店街や鴨

川の河川敷、下鴨神社を衿行します。歩き

ながらメモやスマホに句を書き留める歌

人たちの姿があり、言葉で京都に新しい風

景が加えられる瞬間となりました。（石田） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
 

 

のんべえ大学に限らず 
今年は飲兵衛な瞬間が 

たくさんありました… 

本 

第２回京都文学レジデンシー・イベント報告 
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モード・ジョワレ 
はじめての日本、はじめてのハローキティラッピング電車での文

学談義、はじめてのドミトリー、はじめて紫蘇を味わい色づいた

舌、はじめてのキョウコ、ユウテン、エリナ、サエ、アヤカ、バン

ファ、二回目のジョセフィーヌ、はじめてのルス、はじめての横断

歩道での鳥のさえずり音、はじめての鰹節工場を見下ろす窓、はじ

めてで最後になるであろう納豆、はじめての川に住む亀、 はじめ

ての能舞台、はじめての足袋、はじめての朝の三社詣り、はじめて

の奈良、大阪、姫路、神戸、はじめての日記形式の散文、はじめて

の『くいな橋物語』執筆への夢、はじめての美の都の光、はじめて

の文学レジデンシーの永遠なる濃密な感情――すべてはこれから

翻訳されていくのだろう。 

ジョセフィン・ロウ 

 オーストラリア、サウス・ギップスランドの静かなビーチからこれを書いている。暑い靄

のかかる十一月の金曜日、まだ夏ではないがすでにビーチと山火事の気候。物憂げな夢のよ

うな一日。そこから私の京都での一ヶ月が、鏡のように、夢のように揺らめいている。 

今朝、私は吉田恭子の訳による森山恵の詩で「空蝉（うつせみ）」という言葉を知った。う

つせみ。私の国にはこれにあたる言葉はない。あるべきだと思うけれど。私たちは単にセミ

の抜け殻、型、殻など、かつて人々が残像を実質的なもの、つまり、（私たち自身を含む）目

に見える世界のすべてが、無限に近い透明な層のひとつで構成されていると信じていたかの

ような言葉でそれらを呼ぶ。残像は、見るという単純な行為によってページのように引き裂

かれ、捕獲され、保存され、どれだけ残像が積み重なろうと、まぶたの裏にきれいに収納さ

れる。 

この日本語は、私が京都で過ごした時間、アイデアの交換と拡張、そして今この緯度にい

てさえもなお粘り強くしがみついている印象について表現したいことの、本質的な始まりの

ように思う。                            （まとめ：勝冶） 

ルス・ヴィトロ 
京都文学レジデンシーでの経験は、まるで夢から覚める直前の夢のようなもの

です。1ヶ月間、日本の美しさに浸り、その魅惑的な文化のニュアンスを余す

ところなく吸収できたのは光栄なことでした。この期間に経験したことが、こ

れからの私の仕事の中で発芽し、この先何年もの間、思いもよらない形でイン

スピレーションのタペストリーを織りなしていくと信じています。京都は私の

記憶の中で、もっとも麗しい章として永遠に残るでしょう。 

右から佐藤⽂⾹さん、 
ジョセフィン・ロウさん、 
ルス・ヴィトロさん、 
モード・ジョワレさん、 
カン・バンファさん 
 
©Naoyuki Ogino 

第２回京都⽂学レジデンシー 
参加作家よりひとこと 

W
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第 1 回 
参加作家 
からの 
お便り 

▶エミリ・バリストレーリさんによる森⾒登美
彦作『四畳半神話⼤系』の英訳 The Tatami Galaxy
が 2023 年 PEN アメリカ度翻訳⼤賞の最終候補
作となりました。他にもゲーム「にほんの⽥舎
ぐらし」ローカライゼーションやすずゆきさん
の漫画『ふたり明⽇もそれなりに』英訳と活躍
中。またレジデンシーのアドバイザリーボード
メンバーの藤野可織さんによる短編がアメリカ
の⽂芸誌 Southern Reviewに掲載されました。レ
ジデンシーでは▶⼤前粟⽣さんとのコラボレー
ションが実現し、⼩説『ぬいぐるみとしゃべる
⼈はやさしい』の英訳版People Who Talk to Stuffed 
Animals Are Niceの出版も 6⽉に実現。本作は 4
⽉に映画版が公開され、10 ⽉には DVD 発売、
配信も始まりました。▶ユベール・アントワンヌ
さんは⼗冊⽬の本に当たる L'oeuf de chèvre『⼭
⽺の卵』の原稿を仕上げ、京都の銭湯を舞台に
した短編「πの終わり」を発表。また、2015年
の第⼀⻑編がペーパーバックで再版されまし
た。 

▶ポーラ・モリスさんはオークランド⼤学出版から
現代マオリ作家の短編アンソロジー Hiwa: 
Contemporary Māori Short Storiesを編纂・出版し、翻
訳者⼤作道⼦さんの協⼒でニュージーランド政府
の助成を前提に現在⽇本での出版先を探していま
す。2024 年 1 ⽉には夫婦で京都を再訪。⿓⾕⼤学
や⽴命館⼤学の授業でゲスト講師を務めました。レ
ジデンシー中に第⼆⻑編『うなぎの思い出』を出版
した▶アンナ・ツィマさんは、10⽉ 28⽇、国際交
流基⾦主催・早稲⽥⼤学国際⽂学館（村上春樹ライ
ブラリー）共催の国際シンポジウム「世界とつなが
る⽇本⽂学〜after murakami〜」の柴⽥元幸さん司会
の作家パネルディスカッションで、台湾の呉明益さ
ん、レジデンシーアドバイザリーボード⼀員の柴崎
友⾹さん、韓国のチョン・イヒョンさん、アメリカ
のブライアン・ワシントンさんとともに、新世代作
家にとっての⽇本⽂学について話をしました。▶ア
ンナ・ツィマさん、ユベール・アントワンヌさん、
澤⻄祐典さんはヨーロッパ⽇本⽂学会が開催され
たベルギーで再会。交流は続いていきます。（吉⽥） 

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
KWR02 におきましては、たくさんの方より支援を頂き、開催が実現致しました。第一回からご協賛頂い
ている香老舗 松栄堂様、DMG森精機株式会社様からは引き続き、ご支援を賜りました。また、今回は株
式会社グランマーブル様からもご協賛を頂きました。この場を借りて、厚く御礼申し上げます。京都・滋
賀にベースを置く企業様に、京都文学レジデンシーをご理解・ご支援いただけていることに、実行委員一
同励みに思っています。 
また、Arts Aid KYOTO（京都市）様およびベルギー王国フランス語共同政府国際交流振興庁様より助
成を頂きました。京都市様ならびに一般社団法人 京都経済同友会様からは後援をいただいております。 
くわえて、コングラント寄付サイト（https://congrant.com/app/projects/3631/summary）等を通じ
て、下記の個人様・団体様からもご支援を賜りました。木下眞穂様、神羽登様、古代豪族の会様、新井高
子様、菅谷香苗様、カン・バンファ様、大作道子様、匿名（３名）。その他、朗読会イベントの参加者の
皆様から、会場設置の寄付箱に総額 24,047 円のご寄付を頂きました。実行委員会を代表して、お礼申し
上げます。頂いた資金・声援をしっかりと受け止め、プログラム内容を充実し、企業様・サポーター様か
らご指示いただける形を模索しながら、百年続く文学レジデンシーの運営に努めていきたいと思います。
今後ともご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。（澤西） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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【2023 年度公募について】 
 
初回レジデンシーは招待制でしたが、2023 年度ははじ
めて公募で参加者を決定しました。公募にあたって実
⾏委員会に課した課題は、世界のあらゆる⾔語に対応
することです。セレクションの核となるサンプル作品
については⾔語不問としました。2023 年 2 ⽉に公募受
付を開始、4 ⽉ 15 ⽇に締切。ネットとアメリカの創作
学会を中⼼に広報を⾏い、合計 59 名の応募がありまし
た。実⾏委員会の依頼で組織した審査委員会が審査を
担当し、審査員が読めない⾔語で書かれた応募作につ
いては、その⾔語の専⾨家に査読を依頼しました。結
果、海外からロウさんとヴィトロさんの 2 名、国内か
ら佐藤さん 1 名が 2023 年度の参加者と決定しました。
また、ベルギーのフランス語外交機関 WBI（Wallonie-
Bruxelles Internationa）との共同公募により、ベルギー
フランス語圏でも独⾃に公募を実施し、ジョワレさん
の参加が決定しました。2023 年度は⽇本⼈作家の応募
が海外からの応募に⽐べてきわめて少なく、次年度に
向けての課題は、⽇本における公募の広報です。2024
年度も春に公募を実施しますが、締切は半⽉から 1 ⽉
程度早まる予定ですので、応募を検討されているみな
さんは、京都⽂学レジデンシー公式ウェブサイトや X 
（ツイッター）をチェックしてください。    
                    （吉⽥） 
 

Twitter @kyoto_writers [JP] 
@kwr_eng [EN] 

Instagram 
@kyotowritersresidency 
note @kyoto_wr 

 

個人様・企業様からの

寄付が レジデンシー

の大切な資金源です。 

寄付ページはこちら>>> 
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●京都⽂学レジデンシー実⾏委員会常任委員：吉⽥恭⼦／澤⻄祐典／藤井光／河⽥学／江南亜美⼦／宮迫憲彦 
／森慎⼀郎／カルドネル佐枝／勝治真美／四元秀和 ●学⽣スタッフ：杉本はなな／⼭⽥絵⾥奈／⽯⽥航⼤ 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 


